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豪雪の只見で大活躍
除雪ボランティアの皆さん

「ありがとうございます」
「ＮＰＯ法人ハートネットふくしま」の皆さん
「只見町シェルナッハの会」の皆さん　 ［２月５～６日 只見・塩沢地区］

「只見高等学校・野球部員」
の皆さん

［２月６日 只見温泉保養センター］

「福島大学の塩谷弘康教授と
ゼミの学生」の皆さん

［２月２２日 布沢地区］
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明和小学校で、２月２３日に４～６年生を対象とした「学
びの習慣講演会」が開かれました。講師の誠心ゼミ
ナール塾長「皆川誠治さん（会津若松市）」は、算数
の問題を出題され児童に問いかけながら楽しく分か
りやすく解説されました。また、勉強やスポーツで
大切なことは各学年での学習や基礎をしっかり覚え
ること、自分に負けない、やると決めたことは必ず
やることなどと話されました。

朝日小学校の３年生児童１１名が、ただみ・ブナと川
のミュージアムで校外学習を行いました。ブナセン
ター主任指導員の新国勇さんが講師となり、只見に
生息する貴重な昆虫や動物などをオリジナルのスラ
イドを使いクイズ形式で紹介、楽しく学びました。
また、実際に動物の毛皮に触れ感触を確かめたりし
て動物愛護の心も向上させました。

３月３日はひなまつり。朝日保育所ではステージにひ
な人形が飾られたホールに保育所児が集合。ひなまつ
り会が行われました。みんなで元気にうれしいひなま
つりを歌い、ひなまつりのお話をお行儀よく聞きまし
た。年長のさくら組さん１０名は一生懸命に覚えた手話
をやりながら、みんなの前でうれしいひなまつりを歌
い拍手が送られました。

元　 気な歌声ホールいっぱいに…心　
温まる手作りのおいしさを･･･

自 　然豊かな只見を再認識効 　果的な学習習慣を身につけよう

ひなまつり会ひなまつり弁当

▲毛皮の感触を確かめる児童

▲算数の問題を真剣に解く児童

▲手話をしながら歌うさくら組の保育所児

▲ひなまつり弁当を受け取る
　一人暮らしの方

▲ひなまつり弁当

皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。
総務企画課　☎82−５2１０　Fax 82−2１１7

朝日小学校・校外学習学びの習慣講演会

只見町食生活改善推進員会では、毎年、３月３日のひ
な祭りに７０歳以上の一人暮らしの方を対象に「ひなま
つり弁当」をお届けする、只見町社会福祉協議会の事
業に協力しています。今年も推進員会の方々が、一品
一品真心込めて手作りしました。作りたての温かいお
弁当は、民生児童委員の皆さんが、２０４人の方々に届
けられました。お弁当を手にされた方は、ひな祭り気
分を味わいました。


